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与万分の占地質図害根室南部 CiJll路一第 27 号)

北海道立地下資源調査所

北海道嘱託三谷勝利

ク技師藤原哲夫

ク嘱託長谷川 潔

はしがき

この図幅説明書は，昭和 29 年に 15 日間，昭和 31 年に 55 日間，あわせて 70 日間で行な

った，地質調査の結果を整理したものである。全域の野外調査は，三谷が実施し，藤原と

長谷川は，火成岩類の発達地域の調査を分担した。なお，新石器時代については，北構保

*男氏の資料を使用した。

この図幅地域は，北海道の最東端に細長く突き出した，花咲半島の一部を占めている。

中央地域から，ひじように，離れているため，地質調査は，ほとんど，行われていなかっ
*ヰ

たが，アノレカリ質火成岩類については，その性状が，特ちょう的なものであるだけに，少
1)2)3)4)5)G)

なからず，岩石学的研究がみられる。

報告にはいるに先だち，調査にあたって授助を賜った，当所・小山内照技師，北海道大

学理学部・平井喜郎氏，参考意見および資料をいただいた，同大学・鈴木醇教授，湊正雄

根室市在住む考古学研究者

料 と〈に，花咲岬に発達しているものは，天然記念物に指定されている。

1) 本間不二男:本邦における火成岩地質学の諸問題，小川博士還暦祝賀記念論叢 1930

2) 吉沢 甫:根室半島における方沸石ドレライト，地質雑， Vol.38, 1932

3) ].Suzuki:AegirinizedCommonAugiteinNatroliteVeinintheDoleritefrom

Nemuro, Hokkaido, Jour.Fac.Sci.HokkaidoImp.Univ., Ser.4, Vol.4, 1938

4) 八木健三:北海道根室地方のアルカリ岩，地質雑， Vol.55, 1949

5) K.Yagi:PetrologyoftheAlkalinerocksoftheNemuro district, Hokkaido,

Japan, Min.Soci.Amer.ProgramandAbstractsofPapers.1950

6) 鈴木 醇:根室半島産粗粒玄武岩，北海道地要， No.24, 1954
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*教授，勝井義雄講師，成田英吉氏および根室市の北構保男氏，吉元豊氏，鉱物の鑑定をた

まわった，北海道大学理学部・針谷宥氏の各位に，厚くお礼申上げる。

I 位置bよび交通

この図幅地域は，北海道の東端にある花咲半島の基部を占めており，北緯43°10'-43°20'，

東経 145°30'-145°45' の範囲である。

行政上は，根室支庁の管轄にあって，根室市および歯舞村にわかれている。

交通は，図幅の北東端にある根室市を中心として，発達している。すなわち，国鉄根室

本線が，半島の太平洋側にそって走り，根室市に至っている。この根室市から，東部にむ

かつては，拓殖軌道が，歯舞村まで施設されていて，定期便が運行している。このほか，

根室湾沿岸にそっては，パスの運行がある。

II 地形

この図幅地域の地形は，大きくみると，つぎの 2 つの地形区に区別できる。

(1) 標高 40m 以下の，平坦な段丘性台地

(2) 河川流域および海岸線にそって発達する沖積地

(1) は，ほとんど全域にわたって発達しており，高低 2 段の段正面がみられる。高位而は，

標高 40m 前後で，西南から北東の方向に，稜線をつくって，発達している。とくに，西南

部では，太平洋岸に，北東部では，根室湾岸に近くせまっており，花咲半島とやや斜行し

ている。

写真 1 花咲岬からみた 20-30m の平坦段丘面

低位同は，標高 30m 以下の国であり，高位市にそって，その北側および南側に発達して

いる。とくに，北西部と南東部では，広い分布を占めて，発達している。この低位百台地

*根室市・道立根室高等学校教諭
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*の上は，湿地帯となっていることが多いっ

(2)は，各河川流域および海岸線にそって，分布している沖積地であって，多くは，湿地

帯をつくっている。この湿地帯のなかには，温根j召，南部沼などの残溜湖沼がみられ，そ

の耳回は，ヨ V ・ア νの繁茂した低位泥炭相がつくられている。

海岸線は，半島内部の単調な台地性山地と対称的に，ひじように複雑で，凹凸にとんで

いる。これは，花咲半島をつくっている各地屈の岩質のちがいによるものである。すなわ

ち，根室累層の中に近入した火成岩類や，おもに牒岩・集塊岩からできている落石黒層な

どが発達している地域では，不規則な突出部を形成していることが多い。これに対して，

まちょう II

根室累層の砂岩・泥岩の互屑や長節累層の分布する地域では，大小の入江や湾入が発達し

ている。

このほか，海上には，海佐の残存物である，多くの岩佐や暗礁が散点している。

このような，複雑な海岸線は，地質、の構成物によるばかりでなく，さらに，断層などの

構造線にも支配されている。たとえば，落石岬，ユノレリ島などの疎岩や火山砕屑岩類、から

できている地域では，断層両にそって，海蝕がひじように進んでいる。

花咲半島の周囲には，いくつかの小さな島が点在している。これらの島々では，半島の

地形と，ほとんど同じ状態でみられる c ユノレリ島では，島の北側に，標高 40m の平但面が

**あり，その南側に，標高 20 rr; ~30 ill の平坦面が，広く発達している。

;-~おしリ

砂浜は，入江の海蝕崖にそって，細長く分布しているものが多い。佐木から友知にかけ

ての低地では，やや規模の大きな砂浜が発達しており，その中 lこ，低い 2 列の砂圧がみら

れる。

III 地質

Ill.1 地質概説

この地域に分布している地層は，第 1 表 lこしめしたようなものである。すなわち，上部

白室紀の根室屑群，第四紀の海岸段 E堆積物・火山灰脳から構成されている。

to"~ よ，. 1まし

根室層群は，岩相のちがいによって，下 J:T~ から，根室県阿・長節累層・落石累層・ユノレ

リ累属の 4 つの累層にわけられる。まえの 2 累屑は，砂岩と泥岩の互屑からなり，あとの

中 高地性ツンドラと呼ばれてし、る。

市中 この島での，両平坦面ゾ/配列むようすは，花咲半島 ψ それと，反対になって ν る。こ

むようすは，この地域の古地形を推定する上に，注目を要することのように思われる。
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このように，根室層群は，下部から上郎にむ

かつて，堆積相が十11枕になっている c また，根室累 Iiヨのなかには， 2 つの型の粗両粗粒玄
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武岩が近入している口そのようすは，火成岩類と堆積岩類が，互屑しているようである。

この粗面粗粒玄武岩の中には，車石の構造をもった部分が含まれている。このほかに，落

石累層やユノレリ累胞には，集j鬼岩，火山円礁岩，規模の小さな熔岩や岩床をはさんでいる。

これらの火成岩類は，岩石的に，アノレカリ質岩または，それにちかい性質をしめすもので，

たがいに，関連をもっており，この地域の上部自主紀における，火成活動の推移が，うか

*がわれそうである。

第四紀屑は，海岸段E堆積物と火山氏周であるつ海岸段丘堆積物は，全地域に分布して

いて，根室肘群を不整合におおっている。地形のところでのべたように，段圧は， 40m 段

丘聞と， 30m~20m 段丘面との 2 つがみられる。

これまでのべた，すべての地層を不整合におおって， 3~4 枚の薄い火山灰層が発達して

いる。これは，摩周統火山灰層をもたらした火山活動の，ある時期の所産である。

地質構造は， N40o~70° E の走向をもち，南に傾斜する単斜構造をしめしている。断層

群は，走i句方向とほぼ平行しているものと，これに斜交するものとに区別できる。後者の

断層群は，一般に落差は小さい。また，近入火成岩類が，花咲半島の両方の海岸線にそっ

て，多くみられることから，海岸線にそって，構造弱線の発達していることが推察されるつ

III.2 地質各説

III.2.1 根室層群

1952 根室層群佐々保雄

根室肘群は，その岩相および火成活動のちがし功〉ら，つぎのように細分される。

ユノレリ累屑 Yu

落石累屑 Oh

長節累層 Ch

根室県)再 Nm

ノッカマップ累)凶No

なお，この図幅内には，最下部の，ノザカマザプ忠岡は，分布していな PO

根室屑群は，古くは，その全部またはが，古'守三紀尉と考えられていた。その理由

は， (1) 白望記時代を示準する化石動物群の産出が，とぼしいばかりでなく，その上部層

* この地域は，アルカリ質の火成岩が主体となうてν るところから，アルカリ岩石[又と

して取扱っている人もいる ο

1) 60 万分の l 北海道地質凶及びその説明書，北海道科技連， 1952
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と下部層とでは，化石動物群に，かなりの相違があること， (2) 上部層から産出する化石

の中には，ほかの地域の第三紀層から見出される種類と類似したものがあることなどの古

生物の上から問題のほかに， (3) 上部屑中の操岩の礁に， 下部屑から供給されたものが，

多くみられたためである。

III.2.1.1 根室累層 Nm

1957 根室泥岩層佐々保雄

おん叫とう と<t1..-リおさねつ .b~

模式地:根室市街西方の海岸，温根沼の東岸，友知・沖根婦海岸 c

分布:図!幅のほぼ全地域にわたっている c

構造:半島の延長方向に，ほぼ一致した N50ー_70ー E の走向をもち， 10ー_20ー SE の傾

斜をしめしている。

岩質および岩相:砂岩の厚薄互層を主体として，凝灰岩，凝灰質砂岩，牒質砂岩などを

はさんでいる。どの岩相も，かなり凝灰質である。このような地層のなかに，多数の粗面

粗粒玄武岩が，餅盤状，あるいは岩床状に近入しているじそのようすは，根室累屑が，堆

積岩類と火成岩類との互層から構成されているようにみられる。この粗市組粒玄武岩は，

岩石的性質や産状から， A 型と B 型との， 2 つに区別される。これらについては，別項で，

説明をくわえる。

泥岩は，暗灰色または黒色を呈し，~や堅硬である c ところによっては，珪質の級密

竪硬なものや，淡色と暗色の縞目模様を呈するものなどが，はさまっている。層理は明

瞭であるが，風化して，暗灰色を呈する，板状の細片に破砕しやす u、。ときには，構成

粒の分級が，ひじようによくて， ちょっと見ると， いわゆる， 腰状粘土岩 (Colloidal
。争

claystone) に，似た竪硬泥岩守口，白色の微粒を多〈散点した，泥岩などもみられる。

道入火成岩類と直接せっしているところや，火成岩体のなかに，小片としてとりこま 十

れているものなどは， その接触部が数 em-10 数 em にわたり，硬化ていどの弱い変質

作用をうけている。

泥岩の中で，凝灰質や珪質のものは，暗緑色から淡緑色，ときには，淡灰色の硬質頁

岩になっているものがある。 これは， 初生的なものよりも，火成岩の社入に上って， 2

次的にかわったものと考えられる。

砂岩には，暗緑色または決青緑色の，細粒から中粒の砂岩と，暗緑色癖灰質の中粒か

ら粗粒の砂岩とがある。前者は，泥岩と薄い互層をしていることが多い。後者は，厚い単

層で，砂岩・泥岩の互層D中に，はさまれていることが多いc この砂岩は，凝灰質で，鉱

物粒をかなり合んでいる。このほかに，細磯，炭化木細片，砂岩田塊などもみられる c

1) 佐々保雄:色丹列島の地質:北地要，第 34 号， 1957

虫 この微粒は，凝灰質なものであって，堆積当時の火山灰であるかも知れな νc
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また，やや盛硬塊状であるが，薄ν ものでは，層理が明らかである。

粗粒砂岩は，顕微鏡で観察すると，ひじように癖灰質で，輝石・斜長石・黒雲母が多

く見られる。ほかに，角閃石なども合んでν るつ

ことが多い。

また，砂岩の中には，構成物質のほと

んどが，上にのべた鉱物粒苧，ガラス質

からなってνて，角傑凝灰岩とよんだほ

うが，よいようなものもある。合まれて

し、る鉱物粒は，あまり円磨されていない

P: 斜長石 A: 普通輝石 B: 黒雲母

M: 磁鉄鉱 G: ガラス

これらの合有鉱物からみて，この穿灰

質砂岩は，粗粒玄武岩質のもの ξ 考えら

れる。

このほか，泥岩・砂岩・凝灰岩などの，

小さな角傑なν し亜角礁を，同時礁とし

て合んでν る礎質砂岩号9，小さな白色粒

を斑点状に，多く合んだ，特ちょうのあ
う÷

る粗粒砂岩なども，みとめられる 3
写真 2 凝灰質砂持(根室南西郊の根室

累層中のもの) 凝灰岩は，灰白色または，淡緑灰色を

x100 II ユコル 呈する，きわめて細粒のも￠であって，

ひじように硬 v、。顕微鏡で観察すると，

ガラスが多しときに黒雲母がみられる

苧や酸性の凝灰岩である。凝灰岩のうち

には，暗灰色の泥岩と，薄 ν縞目状の互層をして ν るものもある。

これまでのべた，それぞれの岩質の累重のようすは，つぎのようである。

下部は，砂岩. {，尼岩の薄い互層を主体とし，ときには，凝灰質砂岩，凝灰岩をはさんで

しユる。

中部は，粗粒砂岩，角疎凝灰岩，砂岩・泥岩互層などで構成されている。そして，粗粒

**砂岩と角棟凝灰岩の多いことから， !粗粒質砂岩部層」とよび，区別している。

上部は，砂岩・泥岩の薄い互層と，泥岩とからできていて，凝灰岩をはさんでいるっ凝

灰岩は，この部分の，ほ(ま中間にはさまれていて， 厚さ1O ~20m の問に，泥岩と互屑し

て数枚みられる。この凝灰岩をはさむ部分は，かなり広い範囲に追跡することができ， I凝

灰質岩部層」とよんで，鍵層としているつ

*野外調査ではたモンシス砂岩ミと属称されておι り，塩基性の凝灰質砂岩であるつ

料地質図では，露出の状態が惑V ために，明らかに区別できる地域をけに，色分けをし

である。
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化石:このJ)(li~面内では，化石は，まったく産出しない。しかし，隣りにつらなる根室北

部図幅内に発達している，この累屑の泥岩の中からは，小形の Inoceramus fragments の

痕跡が，わずかにみられた。

屑厚:この地域では，ほぼ 1，900 m 以上である c

対比:乙の累屑は，上にのべた岩木目からみて，下部および中部の下半部が，門静互屑の

せん1:1.ラe. I)

一部，上部および中部の土半部が，仙鳳跡泥岩屑に対比されそうである c

ち上ラ|まし

III.2.1.2 長師累層 Ch

~)

1957 長節砂岩泥岩層佐々保雄

模式地:落石湾の海蝕崖，長節海岸。

こλ占;事リ おちいし

分布:西南部の太平洋岸に分布しており，長節 昆布盛落石などに，その良好な露出

がみられる。

構造: N40o~60° E で， 20o~30° SE の走向・傾斜をしめしている c

下位屑・との関係:下位の根室累層とは，断層で接している。しかし，地層の累重のよう

*
すと岩質は，ひじように，似ている。

岩質および岩相:砂岩，泥岩，砂岩・泥岩薄互屑などからできている。ときに，薄い凝

灰岩をはさんでいる。このようすは，下位の根室累屑上部と，ひじようににているが，粗

面粗粒玄武岩の近入岩体は，全くみられないc

泥岩は，暗灰色から黒色を呈する，やl守口主硬なものである。風イじすると，黒色を呈す

る不規則な細片に破砕されやすいc ところによっては，司層理が，よく発達してν る。な

お，この泥岩のなかには，下位白根室累層の r~1 に，はさまってν るような，珪質堅硬な

泥岩は，みられなν 。

泥岩には，しばしば，大豆大から拳大の，粗粒玄武岩D円擦や亜円磯Dほか，泥灰質

団球がふ〈まれている。

このほか，泥岩には，砂粒を多く合み，分級の程度の豆、ν もの，灰白色粒が斑点状に

散らばっているものなどがある。泥岩の多くは，砂岩と薄い互層をしている場合が多い

が，ときに，砂岩をわずかにはさんだ厚旬、地層を，しめしてν る。

砂岩は，暗緑灰色または，淡緑色を呈し，やや堅硬で，層理がはっきりみられる。

1) 河合正虎:昆布森凶幅 1956

2) 佐々保雄:前出

* この関係は，従来までの調査発表されている地域では，整合になってν る。ただし

長節累層の中に，下位の地層に道入している火成岩の礁を合んでu、ること，化石動物

群が，かなりかわ・ってきてャること，などからみて，必ずしも整合関係にあるとみる

ことができないのではないだろうか。

-8-
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写真 3 長節海岸にみられる層間関山 (1)

はさまりて、 J 、る。

とにのべたこれらの岩相の 24 正のよ

うすは，つぎのようであるコ

下郎は，泥宕にとんでいて，ときに

薄い砂岩日ゃ:淀川去をはさんでいるっ

この日分の出岩の I~r-! には， til 粒玄式岩

の保を，かなり 77 んでいる。

とは， I尼岩を二三とした岩 j、日をしめ

していて，段ヒ吉 li に台 ii':\ ~{j 少岩がみられ 写真 4 長節海岸にみられる居間開由 (2)

砂岩だけの部分守口，わず、かに泥岩をはさんでいる部分は，分級の程 l克が悪(，塊状の

粗粒砂岩か，または，合礎砂岩の岩相をしめして ν るっこのような砂岩([) r!1 には， i己j じ

宕質の団球守口擦がふくまれて ν るほか， ときには，炭化木片などもみられる守

また，氾岩と互層して ν る砂岩ーは，細粒または中粒の些硬なもので， j司王甲が発達して

ν る、凝灰質砂岩は，ほとんどみら

れなド。

凝灰岩は，下位の根室果層にくら

べて，ひじように少なしまれに，

砂77 ・ (T~ 岩の互層。中 Jこ，薄 v 、層で

中昨は，己・ 11少岩の薄互!ぱと厚い

ヤ~t 粒砂去で，権l-J Iえされている勺この l}[')

士の泥岩・砂守の互 }p括;には，ひじよ

うに規模の;ぺきな屑同脅 1111 構造が，完

;主している

てフ'

G っ

なお， L-l- I ， t5:~ にみられる居間摺曲構造

をしめした百力ば， )早さ 50~60 ill で

あるづまた，この特ちょうをもった吉

相は，かなり広し 3地域に提!ほとして追

跡することができる。

層問問曲構造の形成機構にう νて

は， ν ままでに，多くの人々によっ

て発表されているが，こ心地域では，

こり構造の形成は， B 明粗面粗粒玄 写真 5 長節海岸にみられる居間関曲 (3)
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武岩の遊入をもたらした火成活動に，関係あるものではな h、かと考えている。

長節累層のなかには，円磨牒を多く含んでいるぐ礁のなかには，根室累屑に，餅盤状に

近入している A 型恒国但粒玄武岩と，ひじように似たものが，多くみられる。このことは，

長節累屑の堆積以前に， A 型村u百担粒玄武岩の近入をもたらした，火成活動があったこと

をしめしている c

化石:この累屑には， {，尼灰質団球が多くみられるが，化石の産出は，ひじようにすくな

い。それでも，採取されて鑑定できたものを，つぎにしめす。

Neophyllocerashetonaiense MATUMOTO(MS)

Inoceramussp.(n.sp.?)

Portlandia(PortIa ηdella) n.sp.

Naticasp.

Dentaliumsp.

また，佐々は，つぎのものを報告していると

Acila(Truncacila)sp.

Yoldiasp.

Venericardiasp.

Turritellasp.

これら， 2 枚貝類・き介類を主体とした動物化石群は，まえにのべた根室累層 lこは，全

く見出されていない。おそらく，長節累層の時代になって，出現したものであろう。

屑厚:根室累屑とは，断層で接しているために，下限は不明である。しかし，野外で観

察される資料からは， 770m+である c

対比:長節累届は，いちじるしい層間槽!由帯造や，化石動物詳の変化などの特ちょうか

ら，汐見砂岩泥岩層，厚岸砂頁岩屈などに対比される

おちい l

III.2.1.3 落石累層 Oh

1957 落石砂岩層白下部佐々保雄

1) 三谷勝利:花咲半島自重紀産の化石につ ν て， 1956 年 3 月地質学会北海道支部例会講

演

2) 佐々保雄:前出

3) 河合正虎:前出

4) 長尾捨ー:北海道における白重紀層(根室層群) ，競合研究「日本の後期中生代の研究」

連絡紙第 5 号 1957

5) 佐々保雄:前出
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1930 第三紀喋岩層本間不二男

模式地:落石岬の海蝕崖。

こんぷもり

分布:落石岬および落石から昆布盛の海岸線に露出している。

構造:下位の長節累屑の走珂・傾斜と，ほぼ，同じである。

下位同との関係:落石の入江や昆布盛海岸で，よく観察できる c ここでは， しだいにう

つりかわる関係にある。すなわち，長町累層上部の日吉灰色泥岩にとんだ，泥岩・砂岩の互

屑のと位に，数m の含疎中粒ないし杭粒砂岩をはさみ，落石累!百の最下部にある操岩層に

うつりかわっている。

岩賀および岩相:主として，疎岩からなり，粗粒砂岩，含疎砂岩，中位から細粒の砂岩

こん山もり 吐ふLうし

と泥岩の薄い互層などをはさんでいる。また，昆布盛と j頼I~人牛の海岸突出部では，熔岩を

ともなう集塊岩や火山円陳岩などの火山砕府岩部が，はさまれている。

操岩は，暗灰色を呈し，分殺の悪い岩相をしめしている o そして，大磯または，中礁

の多い傑岩と，ほとんど細傑からできている探岩とが，不規則に互層している。礁は，

径 5cm~20cm ていどの亜円傑が多 v"c 基質は，細粒の礎や粗粒の砂で， !li雲結の程度は

低νc 風化面は，このような性質によヲて，ひじ上うに凹凸のある星をつくっている。

喋り種類は，根室累層の中に道入した， A 型および B 型の粗面粗粒玄武岩から，供給
合十

されたもむが，ひじように多LρE このほかに，少量の玄武岩，陸質岩，泥岩，砂岩，お

よび合角閃石粗粒玄武岩などもみられる。また，ときに，泥岩や砂岩が，同時礁として，

レンズ状にふくまれてν る。なお，こり傑岩中には，泥灰質団球が，しばしばみられる

砂岩は，暗褐灰色から淡灰色を呈し，分級む不充分な，凝灰質粗粒砂岩または合諜砂

岩と，暗緑灰色を呈し，やや笠硬な， rjJ粒から細粒￠砂岩とがある c 前者は，主として，

磯岩と厚い互層をしている。

泥岩は，暗灰色または，黒色の，~や~硬な，凝灰質なものである。砂岩と薄い互層

をして V ることが多u 、。また， この泥岩の中には，ときどき，白色の凝灰質の斑点がみ

られる。

屑厚:落石岬で， 370m十である c
~)

対比:疎岩の中の礁の種類，構成岩相のようすなと、から，ほぼ，オシャマザプ礁岩層，

およびチシペ棟岩層に，対比される。

この累層は， 1930 年に，本間が「セノニアンの頁岩・玄岩・凝灰岩・凝灰質頁岩の互

層を不整合におおう第三紀の礎岩層である」とみたものである。筆者らは，前にのべた

1) 本間不二男:前出

*粗面粗粒玄武岩岩体の急冷相の部分から，供給されたものであろう c

2) 河合正虎:前出

3) 長尾捨ー:前回
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写真 6 角閃石粗商粗粒玄武岩(ユルリ

島の火山円諜岩中広J傑)

ように，この累層が， -r-位の長節累層と j斬移した関係をしめしていることから，上部白

重犯に属する地層と考えてドる。

III.2.1.4 ユルリ累層 Yu

1957 落石砂岩層佐々 [呆雄

模式地:ユノレリ島の海蝕庄 3

分布:ユノレリ島およびモユノレリ島。

構造: N40 コ ~60D E ・ 20
e
SE の走向・傾引をしめしているつ

下位同との喝係:太平洋J-.の離島にかぎって示{[jしているので，下限は不明であるつl

岩1~'・および岩相:主として，火山円楳岩，築技岩岩， li諜岩などから構成されており，

砂宕や泥岩をはさんでいる。

下位の落石黒層にくらべて，火山砕屑岩類が，ひじようう多くみられるさ砂岩・泥岩の

互層は，中部および1:部に，はさまれてし/】るほか，操岩のなかにも， レシズ状に，同時J住

積としてふくまれている。

礎岩は， v" ろ ν ろの大きさノ')}lli角礎号"illI 円擦の聞を，凝灰質り粗粒砂岩または，合傑

砂岩で謬結したものである。傑は，落石黒層D中心諜岩にふくまれてV る傑と，同じ種

類つもりが多いが，ほかに，合角閃石

粗粒玄武岩，優白岩，方解石~*，砂宕，

;尼岩などの操もみられる η 落石累層心

巾の i擦岩にくらべて，ふくんでい乙諜

の哲類が多い。

砂岩 . i尼岩ワ互層は，落石累層つも

りと，大きなちがv 、はな h九このなか

には， iE灰質日王女を多く合んでいて，

まれに，イヒ石がはいってャる。また，

厚さlO em c')良質り石炭が，レンズ、

状にはさ主れてν る c 砂岩. 1尼岩〆D互

層心なかには，層問問曲をしめしてい

るものがある。しかし，長節累層。中

にみられたような，規模。大きなもり

ではなく，連涜性にとぽしν 。

x100 II ニコル

P: 斜-長石 H: 角閃石 A: 普通輝石

1) 佐々保雄:前出

- 12-
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るこ保存は，あまり良好でないが，鑑定できたものを，つぎにしめしておく。

Solemyaangusticaudata NAGAO

Ezonuculanamactraeformis (NAGAO)

Acila(Truncacila)hokkaidoensis NAGAO
1)

Port1andia(Po'Atlandella)n.sp.

P. hakobutensis (NAGAOetQTATUME)

Semifustuberculatus NAGAO

Dentαlium sp.

そのほかに， 2 枚介類・巻介類少数ハ

屑厚:ユノレリ島で， 500ill 前後である

性々は，この累層を，筆者ら必落石黒層と[1']じ地層にふくめて，落石砂岩層とよんで

し、る。しかし，ユルリ累層の rl-1 の磯岩の礁の種類が，落石累層クノ中のそれと，ややちが

うていること，両累層のなかでの，磯岩，砂岩・泥岩の互層，火山砕屑岩類などのレめ

る割合が，ちがっていること，などから，筆者らは，両累層を l又別している。

III.2.2 根室層群の化石と地質時 fそ

*この立域では，化石の産出が，ひじように少ないと根室J屑群の地質調査が~むにつれて，

E出化石の種類も，少しずつ増加しているうしかし，完全に，地質時代を決定するまでに

は，いたっていない。

この医1 1隔地域に克遣する根室!凶群から，産出した化石は，第 2 表に示したようなもので

ある

前にものべたとおり，この|ヌ111面の隣接地上正には，根室層群の最下部と考えられる，ノツ

カマザプ累屑が，分布している c この累屑からは，つぎの化石が，知られている。

Inoceramusschimidti MICHEL

I. shi ，~otanensis MATUMOTO (MS)

また，厚岸地方で，ノツカマヴプ累屑に対比されている，円訂 T互)凶から，つぎの化石が

再出したことが，報告されている

Inoccram'!..sshikotanensis MATUlVlOTO (MS)

1) 三谷勝利:前出

この傾向は，北海道東部地域の，根室層群につ

恨室北部 l凶辺幅の巾のノツカマザフプ':I'地色域

2) 河合正虎:前出
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よ kushiroensis SASA(MS)

1. sp.(groupof1.ezoensis)

1. sp.(naumanni と同様の double ring をもワもの〉

これらの化石動物群は，一般に，上部白望紀浦河世上部からへトナイ世下部の地質時代

をしめすものである。したがって，根室層群の下限は，上部浦河世より古くはならないも

のと考えられる。

Species

第 2 表

Nm I Ch Oh IYu

NeophyllocerashetonaiensisMATUMOTO
(MS) ﾗ

Inoceramussp.(n.sp.?) ﾗ

よ sp. ﾗ

SolemyaangusticaudataNAG. ﾗ

Ezonuculanamactraefosmis(NAG.) ﾗ

Acila(Truncacila)hokkaidoensis(NAG.) ﾗ

Portlandia(Portlandella)sp.nov. ﾗ ﾗ

PortlandiahakobutensisNAG. ﾗ

SemifustuberculatusNAG. ﾗ

Naticasp. ﾗ

Dentaliumsp. ﾗ ﾗ

第 2 表にしめしたように，この図幅地域では，長節累属より上部の地層から，産出した

化石動物群の中に， 2 枚貝類・巻介類が，多く現われている。

このような， 2 枚貝類・巻介類を主体とした化石動物群の出現は，この地域ばかりでな

せん段ろ\!， ])

く，ほかの地域でも，長節累層 l乙対比されている地層に，みとめられている。仙鳳跡半島

や厚床地域からは，つぎの化石が産出することが，報告されている o

Acila(Truncacila)hohkaidoensis eNAGAO)

Nuculacfr.formosa NAGAO

Portlandiahakobutensis (NAGAO)

P.(Portlandella)sp.nov.

Paral!elodonsachalinensis (SCHIMIDT)

1) 河合正虎:前出

2) 長尾捨ー他:前出
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Propeam!Jsivmsp.

Anomiasp.

Semi/usus(Trocho/usus)sp.

S.(T.)tuberculatus NAGAO

“ Fusus" lJolutodermoides NAGAO
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Patellasp.

Dentaliumsp.

Echinoidea

これらの化石のなかには，北海道中央地域に発達する， f:部エゾ層群(浦河世〉から函

淵層群(へトナイ世下部)までの上部白豆紀屑のなかから， Inoceramigroup や Ammonite

group とともに，みいだされている化石と，同じ種類のものが多い c

このように，化石動物群からみると，根室層群の地質時代は，浦河世と部からへトナイ

世下部までの時期と，考えることができるつ

III.2.3 第四紀層

この地域 lこ発達している第四紀屑は，洪積世に属する海岸段丘堆積物および<i/ J積世に寓

する火山灰層・現河床堆積物・湿地堆積物・砂丘などにわけられる。

III.2.3.1 海岸段丘堆積物

この地域は，準平原化した，低い平坦段丘台地の地貌を呈している 3 地形のところでの

べたように，この地域の南東部から， SW~NE の方向に，標高 40m ていどの平坦な台

地があり，その北側および南側には，標高 20m~30m の平坦面が発達している。これ

らの平坦市には，薄く，段丘堆積物が

写真 7 ユルリ島西部からみた花咲半島長節

附近の段丘面

-15-

のっている。

そして，この堆積物の発達している

高さによって，つぎのようにわけられ

るつ

20~30 m 段丘堆積物 Tn

40m 段丘堆積物 Tr:

j-l~ 積物は，おもに砂・礁からなり，

しばしば，粘土の薄屑をはさんでい



る。

疎は，ほとんど，下位の根室層群から，供給されたもので，拳大から指頭大の亜角礁が

多いc 基質は，火山天質砂やト:tii二などである c 厚さは， 40cm から 2m ていどである c

111.2.3.2 火山灰層 As

平坦台地の上には，数枚の火山灰および、火山氏質粘主が，広く分布している。各地点に

おける，火山灰府の U::状は，売 1 図にしめしたようである。

蝕ヰ竺司火山芯貿粘土
Lニ二J 吉恒物破片

Eヨ重治土E豆沼 置

区ヨ海草古3日立堆積物

匡ヨ火山§:T:二 、、ミ控室層草

第 1 図火山灰層柱状図

下部は，布:紫関白色の粘土百三三一jj況で，植物の根・小幹・枝などの破片を，多くふくん

でいる c ときに，薄い泥炭層をはさんでいる c また，ところによっては， レンズ状に，砂

層をはさみ，浮石塊をふくんでいる c

上市の火山灰は，浮石塊を多くふくむ傾向があり ， i手石賀火山灰となっていることもあ

る

この火山氏耐のほかに，落石地域lこは，灰白色の，やや粘土質火山氏の薄屑と，その上

位に，帰;褐天色の粘土質火山灰が，発達している。これらには，浮石塊は，ほとんどふく

まれておらず，わずかに，火山岩の角礁がみられるだけである。

山田忍は，北海道東部に広く分布している，沖積火山灰層を，岩相のちが」、カ〉ら， 16

層に[又分して，それぞれの火山灰層の，本源地および分布範囲を，明らかにして ν る c

そして，この|道幅地域には，摩周統 A 火山灰層，摩周，涜 F 火山灰層，摩周統 G 火山灰

層および千島方面から飛来したものと考えられる， 2 枚の火山灰層が分布して ν るよう

に，報告して ν る。

1) 山田忍: 北海道における火山噴出物」つ分布につ νて，北海道 1也要， No.21
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III.2.3.3 現河床堆積物および湿地堆積物削

標高 2(，~3C m の平坦な段丘団のと， 湖沼の周域，各河川0中l::l荒地域などには，湿原

が発達して川るととが多いc そこには::::聖子till坊主ミやむヨン・アシミなどのは均が着生

おんね~主 甘んね

している。とくに，南部沼・温根沼地域や混根沼の周械では，周辺にとヨシ・アシミが密

生していて，下位U己実相を形成している。

現河川の河床および氾酷原には，各河川の流域に分布している根室屑群や段丘堆積物か

ら，供給された，円牒や亜円際および砂などが，堆積している とくに，根室湾に注ぐ河

川では，下流域に，示rr長く砂・疎Jf~積物が，発達している

IIJ.2.3.4 2':、丘 55

かつらY 王屯l-')

この内I;J日の北東地域￠桂木から友知にいたる太平洋岸には，北々東~南々f0の延長をも

って，平行にならんだ，小規模な砂丘が， 発達してし， )ると I i'dJ さは， 2~3 ffi ていどの低い

もので，連続十'I: もなし

III.2.3.5 砂浜 Sb

この地域の j毎午は，標主 20~30 m の段丘百が，海岸にせまっていることが多い。その

ために，海、兵は ， ir*~K よりをえ m の沌開で，細長く発達してしl ユる( ただ， 花咲湾，桂木か

ら友知にいたる冴，および温根治などの海岸には，やや広い砂浜が，発達している

砂浜の砂は，後背地の地質ーによって，ちがっているようである c たとえば，根室湾に面

した海兵では，粗面粗粒玄武岩にふくまれている，短柱状の輝石が，ひじように多くふく

まれていて，暗黒色を呈しているの

III.2.3.6 新石器時代

この地域の海岸線にそって，多くの， Iたて穴」と，それにともなった遺跡がみられる。

「たて穴」の分布は，太平洋側よりも，根室湾の側に多いようである。

「たて穴」にともなって，産出する遺跡は，新石器の縄紋時代全時期のもので，土器およ

び小型石型が，多く発見されている c

産出した土器の種類およびその時代は，つぎのようである乙

縄紋時代早期~前期:尖民の押型紋土器，条痕紋士器

縄紋時代前期末葉~中期初葉:北海道式円向土器

縄紋 il寺代中期:前期北海道式薄手縄紋土器

縄紋 :1寺代後期:後期北海道式薄手縄紋土器

縄紋tI寺代晩期:擦紋式土器，オホーツク式土器

これらの土器のほかに， Iたて穴」附.J Uには，貝塚と考えられるものがあって，多くの貝
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殻破片が， ±F~ もれている。これらの貝殻は，現在，この地域の海岸でみられる種類と，ほ

とんど，ちがいがないようである。とくに，アサリ，ザノレガヒ，サラガヒ，パカガヒ，オ

オノガヒ，ポラガヒなどが，多くみられる。

写真 8 押型紋土器(北構保男氏所有)

写真 9 北海道式円借土器 (北帯保男氏所有)

寧産出地点は，隣接の根室北部凶幅のコタンケシ川附近である。

- 18-

b



写真 10 前期薄手縄文土器 (北構保男氏所有)

写真 11 擦紋式土器(北構保男氏所有)
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写真 12 オホーツク式土器 (北構保男氏所有)

VI 火成先

IV.l 火成岩概説

この地域は，根室層群の tit 積閉を通じて，火成 j舌重1;が，いちじるしく行われた。したが

って，この層群を構成している，それぞれの県層の中に，多くの火成岩類が，ともなわれ

ている。これらの火成岩類は，大まかに，つぎのように， r三分することができる〔

A 産状による区分

a 地屑の堆積している時期に，熔岩として海流したもの:落石黒!乱ニノシリ京日の

中の火成岩類

b 地層の堆積したあとに，餅性状や岩床状の岩体として，近入したもの:根室京店

およびユノレリ累層の中の火成岩類

B 岩質による区分

a アノレカリ質岩の持ちょうを，よくしめしているもの:根宝県尼およびユノレリ累府

の中の火成岩担

b アノレカリ岩の特ちょうを，あまりしめしていないもの:落石黒居およびユノレリ

累尉の中の火成岩類

この地域の火成活到の移りかわりは，根室層群を構成している岩ねから，推察すること
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ができる。なわち，根室果)討中の凝氏賞砂岩や， f百棟凝「必岩には，全|長，斤，揮 r~i，黒雲

母，角閃行7三どのほか，まれに，かんらん石の鉱物片が，ふくまれていて，この守引;層中に

i近正入して!ト、ろ f和判[日u而町中判机I I.粒玄武 J汗t庁?守?と同;三ミ J 午h特特J守乎寸I店f'乙寸I"川「ドy

f在i正:， )辺正入ノ片τドF 一、1よみられないが， A 札l いi汁ザI'訂一守引日j:[l.j'壮'o!r~ 玄止戸式ltよυJ店fのj服深が， ふくまれており， かっ， 現模

の大きな恒;司摺 IllJ が発達しているつさらに， ユノレ 9~~'~]:"i1こ入ると，玄式計~

玄氏行 E司令交山宕仁ァ ;U)[~':: ゃふバ~tJ r円開店の発主カ詰;となり，ユルリ、?の-白 !St こぱ.

岩!本状の机而粗末玄武岩もみられる r そし

て，この火山円際宕の傑は，ほとんどが A 型お

よび B型の柏市担粒玄武岩でしめられて h る。

以ヒの手宍から，この地域の火日記汗車 j は・ ifl 宝思

府tf(:積閉 l乙，すでに，行われていたことが推察

され， A 7f，~f町円相粒玄式岩の近入!印刷は，長mi

以積以前であり，また， B 型組 l訂相官"立武 写真 13 A 型組回来日粒;玄武岩 Jノ板
、!l、告白平田

岩の;生入Iii'朋は '1吉石出店のtuJ責以前であって， 日即日

長国j:;~居の中の )"iFllj摺曲構造の形成された :1寺閉と I見連性をもっているのではなし\かと守え

られるづまた，落石叫ん当や，ユルリ出店tlU責閉にほ，火Ii主活動は，かなり爆発的となり.

その涼式は其ってきているが，岩丘において，恨室出胃中のj正入岩主!と l現連性がみられる

ので，一一連の火成活動と巧えられるつこの火戎活動は，これ以後にも日!日くようである

IV.2 火成岩各説

IV.2.1 アルカリ質岩の特ちょうをしめしているもの

限主 ~~U 凶の ~P に近入している，アルカリ白岩の特ちょうは，つぎのようであるつ

A 産状:祖付7日-fi買で，深成岩のような構造をしめしている岩体-A 型粗面粗松友式

岩 と，米依，または，車輸をつみかさねたような構造(し〉わゆる市石をもった部分をと

もなっている岩体-B て~Hlr計百粒立武岩ーとの 2 つの型がある

*B 岩百:かんらんて:よよどマグヴ刊のもので，斜長石 (An 45 N 60) , :})!;長行， iヰ

j逗輝石，かんらん石ヲ雲!止などを主えごとして， ソーダ輝行，ニプーリン;辛口，アルカリ

角川石などコアノレ三 'J 切を，ともなっているつ同閃石や紫蘇輝石(ま，ひじように少なく，

石丸 i住長石類(よ，みられない、

ネ W.Q.Kennedy によるコ (Tre :1 ds ofDiffere:1tiatio:linbasalticmagmεs. Amer.

Jour.S~i. ， Vol.25, P.31 N 47, 1933)
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C 化学組成:ややアノレカリ質で， SiO? は， 45~55%であり， K20>Na2つで， H20( 十)

*にとんでいる。また，アノレカリ・カノレク指数は， 52.1 である。

**D 岩費分化現象が，いちじるしく，とくに，残液系は， ~a， K を濃集するとともに，

***
多くの沸石類(方沸石，菱 j弗石)を生成している。

IV.2.1.1 A 型粗面粗粒玄武岩 Doa
ほろもしり はl主主え おさむつ I~

模式地および分布:キナトウ、ンから幌茂尻にいたる海岸および，歯舞から沖根婦までの

海岸にそって庁布していて，穂香から幌茂尻までの聞は，模式地となっている。

岩体の延長方向は，おおよそ， N30c~40oE である。

上・下盤との関係:この岩体が，根室累屑の暗灰色泥岩や凝実質砂岩と接しているとこ

ろでは，幅数 cm~10 数 cm にわたって，硬化ていどの弱l)変質をうけてし)る。キナトウ

己/附近では，粗面粗粒玄武岩が，凝灰噴砂岩の中に， I福数 cm の脈状をなして，入りとん

でいるのがみられる。このほか，根室呆届と接する部分の岩体の中に，この累屈の泥岩を，

岩片として捕獲していることもある。また，この岩体か，下盤の泥岩・砂岩の互屑と ， 4°~
~: **市

6° ていどの斜交した接独をしめているところもみられる。

形態:この岩体は，根室累層に貫入していて， j則夫節理が，よく発達しており，その走

向・傾斜は，この累屑のそれと，ょくにている。また，急冷相をもっているほか，岩質の

変化が，岩体の牛で，ほぽ規則的である。

これらのことからみて，いちおう，厚い岩床か餅盤状の岩体として，貫入したものであ

ろうと推察される c

岩茸:この岩体は，市;ラ、によって，外観が，ちがっているばかりでなく，鉱物組成や，

化学組成にも，いちじるしい変化がみられる c この岩質の変化は，岩費分化作用によって，

もたらされたものと考えられる

岩体は，ふつう粗粒完11M"q-で，深成岩のような構造をしめしているが，その岩石型はつ

*M.A.Peacocke;，岩石分類によれば，アルカリ・カルク系に屈する。 G. ¥-i.Tyrrell

の分類からは，アルカリ系であるが， S.J.Shand の分類の上からは， アルカリ岩

とはならない。

料 八木健三は，ひじように水分め多いションキン岩質原岩竣の岩紫分化作用によワて，

この地域に発達して ν る，いろいろな岩石が，生成されたものと考えている。

料* 北大・理・地鉱教室￠針谷宥氏が，示差熱分析およびノレルコによる X線同析によ

ワて，決定したものである c

ChabazitemCa7Si26Al140S0 ・ 40H20 十 n(Na ， K)4Ca 3SboAhoOso ・ 4H20

料判 歯舞村市街附近の海岸(根室北部図幅)
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ぎのようにわけることができるコ

岩石型|タト 観|構

第 3 表

造 i 斑 品|石 主

輝黒￠斑石色。 細長粒。 斑基状は構造。 石 普5か5通~ん輝6ら0)石ん，緑，石斜泥，紫長石蘇石イと輝(し石Aた1。 長普通石，輝石磁，石鉄紫，鉱斜蘇,斑状玄冷武岩) -斜石 ，インタ

(急相 品が目立 ーサータル組

。。 議。 緑輝泥石，ガラス c

岩石型(外 構観 造| 主成分鉱物 1 副成分帥

|緑黒灰色。粗|完品質c粗粒。|普通輝石，斜長石 (An I 磁鉄鉱，燐灰
1 粒。斜・一長石の|半白形，粒状 155~60) ， アルカリ長|石，チタン石，

粗面粗粒|斑品が，よく|構造。やや斑|石，ソーダ輝石，エヂリ|緑泥石，相雲

玄武岩|みられる。 I 状構造のとこ|ン輝石，黒雲母，角閃|母，方沸石，

ろもある。 I 石，緑泥石化したかん|菱沸石c

らん石c

i やや閃緑岩に|元品質。粗粒。|斜長石 (An45~60) ， I 磁鉄鉱，燐灰

l 似て，粗粒o I 半白形~他形|アルカリ長石，普通輝|石，禄i尼石，

モンゾー砦|桃色の長石が!粒状構造。ゃ(石， ソーダ輝石，ェヂ|絹雲母， カオ
ーね|目立つゃ斑状構造の|リン輝石，黒雲母，紫|リン，菱沸石，

ところもあ|蘇輝石，緑泥石イじした|方沸石。

! |る。 I かんらん石。

i やや桃色をお|完品質。細粒。|アルカリ長石，斜・長石 l 磁鉄鉱，燐灰
Ivくた禄灰白|半白形，粒状 I (An45~50) ，普通輝|石，緑泥石，

閃長円~~ I_i':~~:/\. l=1I~~b 11;/, IjJL--V,I･.1U:,V__-;，.V~-r:a~~ I
質細長[色コ細粒。 I 構造。 I 石，ソーダ輝石，エヂ|絹雲母，ヵォ

リン輝石，黒雲母。 I リン，方沸石，
1 | 菱沸石。

写真 14 斑状玄武岩(根室南西部)

x100 II ニコル

A: 普通輝石 P: 斜長石 1\1:磁鉄鉱

G: ガラスと緑泥石

写真 15 根面粗粒玄武岩(根室南西部)

x100 II ニコ/レ

P: 斜‘長石 An: 方沸石 1¥1:;磁鉄鉱
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写真 16 モンゾニ岩(根室南西部)

x100 II ニコル

P: 斜長石 A: 普通輝石

Ch: 菱沸石

写真 17 閃長岩質細脈(根室南西部)

x100 II ニコノレ

F: アルカリ長石 B: 黒雲母

E: エヂリン輝石 An: 方沸石

第 3 去にしめした，それぞれの岩石型の相互の関係は，野外でも観察することができる

(弔 2 図参照)すなわち，この完 f~I: が，堆積岩と接する叩元から，内部にむかつて，急冷相

の斑状玄武岩，優白ヨモユノゾニ岩，ピクライト質のバッチを含んだ組面粗粒玄武 j~i 1)1i自に

配列しているっこれらの岩石相互の間は， しだいに移りかわっていて，はっきりした坑界

は，みとめられない c さらに，これらの岩石の r'=; に，不規則 lこ，またほ，節珪にそって，

閃長岩巨の押収が貫入している。まれには， レンズ Tえに入っていること ι ある

IV.2.1.2 B 型粗面粧粒玄武岩 Dob

吉さんつぷ

模式地および分イ長節から沖根婦にいたる海岸，根室 l 行内， 1量根沼から恨室市街まで

の海岸などにオ布していて，花咲岬および恨宝 rH百方の石材採掘現場に，標式的な露出が

みられる oE 体の延長方却は， A 型*ILI 町村;粒玄武完と，ほほ同じである

上・下盤との関係:この岩体は，根宝県屈の中に， 10 松の岩山で，・している そ

して，そのと下:こ接する;也屈に， ~§]しユ変買をあたえている。

形態:岩!よの f亨さは，数ロから 30m ていどである ο 全体としては，柱状節涯が，よく

発達しているが， 20~30 m の厚い岩{ぶには，板状の節理もみられる η その乏同・傾斜は，

地屑のそれと，ほとんど同じであるつ
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さまっている。こ

の部分のーと下は，

柱状節理のよく発

達した部分に，移

りかわっている。

車石の構造をもっ

た部分と，柱状節

理の発達している

部分との問は，黒

色のガラスで，境
写真 18 花咲岬の車石構造をもワた B型粗面粗粒玄武岩

乙の岩体の中には，と車石ミとよばれている，特ちょうのある構造をもった部分が，発達

している。乙の構造は，花咲から桂木にいたる海岸，根室市内および根室市西方海岸など

で，よく観察できる。

花咲海岸では， 20m 以上の厚さをもった岩床のほぼ中部に， 4m--5m の厚さで，車石

といわれる構造を

もった部分が，は

写真 19 花咲岬の草石構造

されていることが

多いじそして，車石の部分の放射状の節理と，柱状の節理とは，べつべつにつくられてい

るようである。しかし，車石の構造が，ややくず

されている部分では，この部分と，柱状節理の部

分との聞に，ガラスはみられず，両方の節理が，

連続していくのがみられる。また， 2 つの部分の

間に，薄い暗灰色を呈する泥岩をはさんでいるこ

本

ともある。

車石の構造をもった岩体の，水平的な変化は，

第 3 図にしめたようである。ことでは， (a) ーはっ

きりとした，放討状節理の発達する部分， (b) ーや

やこの放材状節理を，のこしている部分， (c) 一住

状節理をもった部分の 3 つの構造のちがった部分

*花咲市街の西部海岸の岩石切通しの地点っ
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が，一つの露出で，みられる。そし

て， (a) と (c) との聞には， (b)をはさん

でいることが多いc それぞれの部分

相互の関係は，つぎのようである。

(b)から (c)への移りかわりは，その節

理が，つながっているようであるが，

(a) と (b)の問には，黒色のガラスをは

さんでいることが多い。

このように，車石の構造をもった

写真 20 車石構造に移る

部分の節理 (1)

部分は，同じ岩床のなかの一部分で

あるとみることができる亡

形または椅円形をしめして

いる。車石と車石との間

る場合が多いが，ときに

は，細粒砂岩や泥岩が，つ

まっていることもある。ま

た， 1 つの車石をみると，
写真 21 草石構造に移る部分

の節理 (2)

表面にちかい部分は，その

タト形にそった節理が，つよく発達しているが，中心にむかつて

草石構造写真 22

- 27-
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は，ガラスで充たされてい

円

いる場合のほか

は，放封状の節

空隙をのこして

しくなってい

に， 7弗石類でう

められているこ

事石は， 直径 1 m-1.5m の，
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。



写真 23 車石の聞のガラス質の部分

乙。

成因にう」‘ては，ワぎのように，のべられてャ

*示すにいたうた。

B 鈴木曹の考え方:少なくとも，楕円体￠畳積する部分

は，諸所の事実から，一般の枕状熔岩と同様に，流動性にと

も塩基性熔岩が，裂かを通じ海底に噴出し，特に決i尼また

は軟泥中に貫入した場合，急冷により枕状構造を呈するにい

A 本間不二男の王寺え方:当時なお，海底に

あワた，上部白霊系の厚ν堆積層中に，道入し

た岩紫は，静穏な状態で冷却したため，上下盤

に接する部分が，凝固して，相当な厚さに達し

て，冷却速度を減じた後は，残 j夜中の随所に生

じた結晶核に向って，その後に生じた結晶が引

きつけられ，結品の集合した球状塊を作るにいたうた。この球状塊 c·内部は，岩援の高

温な時に生じ，外部は，それより低温の時に生じたもむであ

から，温度の降 F ると共に起った，内部の体積縮小は，外層

よりいちじるしししたがうて，中央には，空孔を生ずると

共に，放射状裂かをも生じ，遂に菊花状断面を有する節理を

、ι 」νー

たったコ

岩賀:優黒質で，細粒または中粒であるっその岩石型は，斑 写真 24 車石の放射

状玄武岩と，粗而粗粒玄武来?とに，大別される。 状節理

第 4 表

岩石型|外 観|構 基迂守→l
'

造

灰黒色。細粒。|斑状構造。石|斜長石(An55，...，.，普通輝石，斜長

斜長石，輝石|基は，インタ I ?~~普通輝石'. I 石 (An45)，紫蘇
の斑品が目立|ーサータル組|紫蘇輝石，緑ill! 輝石，緑i尼石，

つ。 I 織~ガラス質|石化したかんら|磁鉄鉱，ガラス，

組織。 I ん石。 I 針状の鉄鉱。

緑黒色。中粒。|完品質。中粒) I 斜長石(An55，...，.， I 普通揮石，斜・長

斜長石の斑晶|半白形，粒状 i ~~~普通輝石'. I 石，アルカリ長
が目立つ。 I 構造。苧や斑|紫蘇輝石，緑泥 l 石，磁鉄鉱，緑泥

状構造のとこ|石イじしたかんら|石，焼灰石，黒雲

ろもある。 I ん石。 l 母，エヂリン輝
石，ソーダ輝石，

方沸石，菱沸石。

斑状玄武岩

粗面粗粒

玄武岩

古本間不二男:前出

料鈴木醇:前出
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写真 25 斑状玄武岩(根室市西部)

x100 II ニコル

P: 斜長石 A: 首t通路石

N: ソーダ葺石 M: 磁鉄鉱

写真 26 粗珂粗粒玄武岩(根室南西部)

x100 II ニコ/レ

P: 斜長石 E: ェヂリン輝石

N: ソーダ j庫石 M: 磁鉄鉱

そのほか針状、鉱物は燐灰石

写真 27 斑状玄武岩‘(花咲)

x100 II ニコノレ

A: 普通輝石

白色部:斜長石 灰色部:緑泥石

針状ノ黒色部:鉄鉱

写真 28 粗面粗粒玄武岩(花咲)

x100 II ニコ/レ

P: 斜・長石 A: 普通輝石(周辺部や割目

からソーダ輝石化) E: エヂリン輝石

B: 黒雲母 l'vI:磁鉄鉱 T: 燐灰石
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写真 29 粗面粗粒玄武岩(ユルリ島)

x100 II ニコル

P: 斜長石 A: 普通輝石

c: 緑泥石 T: 燐灰石

斑状玄武岩は，岩体の外側や，車石の部分を構成し，粗面粗玄武岩は，岩体の内部をつ

くっている。なお，粗国粗粒玄武岩には， 1弗石類がみられる。これは，残液系の影響をう

けていることを， しめしているものである。

IV.2.1.3 ユルリ累層中の粗面粗粒玄武岩

ユルリ島の西側の突端部に，岩床状の形態をとって，ユノレリ累屑の中に，近入している。

この岩体の上位には，黒色泥岩と凝灰質

砂岩の互層がのっていて，接触部附近で

は，泥岩の捕獲岩片が，とりこまれてい

る。また，この岩体には，方解石の細脈

が，よくみられる。

外観は，緑黒色ヰ:粒の岩石で，少量の

輝石や斜長石の斑品がみられるつ顕微鏡

で翫察すると，つぎのようである。

斑品:普通揮石〉斜長石，普通輝石

の中には， ソーダ輝石守口エヂリン輝石

にかわってし、るものがある。斜長石

は An55-65 で， 曹灰長石む成分を

しめしている。

石基:普通輝石，長石，緑泥石，磁

鉄鉱などからなうてvて，方解石ゃ菱

沸石が，その聞をうめてν る。

IV.2.2 アルカリ質岩D特ちょろを，あまり， しめしていないもの

このなかにふくまれるものは，落石黒層の中の玄武岩と，ユノレリ累層の中の玄武岩質安

山岩とである。

IV.2.2.1 落石累層の中の玄武岩 Ohv

こんぷ

部石黒層の集 l鬼岩のなかに，小さくはさまれている。この熔岩をはさむ集塊岩は，昆布
あり , ~，しう L

盛と瀬臥牛￠海岸の突出部に分布しているつ

岩質は， H音緑色の機密なもので，顕微鏡で観察すると，つぎのようである。

斑品:自形から半白形￠・柱状結晶で，斜長石と普通)揮石とからなってν る。このほか

に，緑泥石にかわった，かんらん石む残品らしν ものがみられるの

*分布iズ tot t;;'， ひじように小さいので，地質図には，表現しなかった。
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写真 31 玄武岩質安山岩(ユルリ島)

x100 1/ ニコ/レ

P: 斜長石 A: 普通揮石 c: 緑泥石

る 3

外観は，黒色の細祉制密な岩石で，斑品は，

ほとんどみられない。この岩石を，顕微鋭で観
写真 30 ユルリ島南部の集塊岩

石基:インターサータル組識で，斜長石，普通輝石，緑泥石，ガラスおよび磁鉄鉱か

らなっている。

IV.2.2.2 ユルリ累層の中の玄武岩質安山岩

ユノレリ累屈の主な構成員であって，集塊岩，

火山円操岩，などにともなわれているコ

この熔岩は，ユノレリ島の北{日ifの海岸でみら

れ， 20m ていどの厚さをもっている。

集塊岩と火山円疎岩とは，水平的lこも垂直的

にも，おたがいに，うつりかわる闘係にあ

秘すると，つぎのようである。

斑晶は，ほとんどなしおもに，斜

長石，普通揮石の微晶と，ガラスとか

ちできてい Z 。とめほかに，緑泥石，

黒雲母，粒状 c~，磁針鉱をふ〈んでいる。

斜長石は，長径 0.9~1.3 mm の白形か

ら半白形の柱状精品で， An55 の曹灰

長石の成分をしめしている。また，普

通輝石は，長径 0.5mm ていどの，半

白形￠甥柱状結晶である 3 そのほかに

禄泥石にかわった，かんらん石らしい

ものがみられる。

V 地質構造

この地域に分布している地層は，ほぼ N 40 コ ~70° E ・ 100~30° SE の走向・傾斜をもっ

た，単余|構造をしめている。したがって，北から南にむかつて，上位の地層が発達してい

る。これらの地層は，さらに， NE~SW の方向と， NW-SE の方向をもった， 2 つの断

層群によって，切断されている。大きな摺曲構造は，ほとんどみられない。
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断層構造

断層群は， (a): 地層の走臼と，ほぼ同じ走i珂をもった断層群。 (b) :地層の走向と斜交

し，ちょうど半島を胴切っているような方向をもっ断層群との， 2 つにわけられる c

(a)に属するものには，花咲断層がある。この断層は，図幅の南西部地域で，根室累層と

長節累層とを境する構造線である。断層面は，野外では，観察できない。しかし，この構

造線の付近には，小規模な副断層や圧砕帯などが，発達していて，主断層の走白]を推定す

ることができる。また，温根沼付近や友知付近では，根室累層を切っている (a) に属する

断層が，発達している。落差は，小さい。

(b)に属する断層群は， (a)の形成以前の運動で，形成されたものである。そして， N30ー E

から N30° W までの詞の走司をもった，lE断層の場合が，多いようである。その落差は，

小さしユ c

これら， 2 つの断層群のほかに，粗両粗粒玄武岩岩体の分布している付近に，不規則な

走向をもった，小さな断層が，多くみられる。これらは，粗面粗粒玄武岩が近入したとき

に，形成されたものであろう c

摺曲構造

この法域の地質構造を，支配するような摺曲は，ほとんどみられない。ただ，長節の海

岸lこ:分布している，長節累層の暗灰色泥岩が，やや規模の小さい摺曲をうけている c また，

長節J利回の中には，いちじるしい居間摺Ullが発達している c

乙のほかに，根室累屑の仁川こ近入した，粗而但粒玄武岩岩体のまわりの堆積岩に，規模

の小さな，不規則な波状構造が，発達してl) るごこの構造は，粗而粗粒玄武岩が近入した

ときの，偏圧によって，できたものであろうっ

これまでにのべたもののほかに，この地域には，花咲半島の延長方舟と，ほぼ同じ走却

で，西方の海岸にそった，古い構造帯のあることが，推定される c このことは，火成岩の

大規模な近入が，両方の海岸にそって，多くみられることと，半島内部には，小さな岩体

しかみられないこととから，明らかである。

VI 地史

これまでにのべてきたことから，この地域の地史をつぎのように推測することができる。

根室累居下部の堆積期は，砂岩・泥岩の互同が，多いことから，静かな，浅海↑*堆積区

にあったらしい。しかし，この周辺立域では，ときどき，火成活動が，おこっていたよう
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で，凝灰岩や角疎凝灰岩などを，わずかにはさんでいる。中部屑の堆積期になると，この

j色域は，いくぶん， i年起をうけて，粗粒な砂岩を堆積した。この隆起運動にともなって，

火成i6到が，やや活発に行われ，角諜凝灰岩などの火山砕屑物が多くもたらきれた。根室

京国上部の堆積明は，砂岩，泥岩の多いことから，下部層を堆積したような環境にあった

らしいコこの j二部居の J(i{責後lこ， A 型粗而粗粒玄式岩の近入形式の活動が行われた。この

活封は，この岩山の屯ぼや分布からみて，現有の海岸線にそった， SSW-NNE の構造弱

線にそって，行ーわれたらしいっ

この火成it到の後は，この法域は，ふたたび，根室累屑堆積朋と.ほぼ同じ環境になっ

て，長節累居の砂岩・泥岩の厚い互屑が堆積した。しかも，この累屑の堆積期中に， B 型

fflT訂粗粒玄式岩の火成活動が，はげしく行われた。そして，一部の堆積物 lこ，いちじるし

い変動一屑間摺~gj-をあたえたっこの粗而粗粒玄武岩も，現有:の海岸線にそった，構造弱

線にそって，活到したらしl)~ この時期になって，これまでの， Inoceramigroup の動物

群のほかに，二枚介・壱介の勤物群が出現し始めた。

B 型粗而粗粒玄武岩の火戒活動を， 1 つの頂点として，乙の地域は，上昇を始め，砂岩・

牒岩が多く堆積した，落石累!討が形成された c この時期は，ごく浅い海域であったらしい。

しかも，操岩の礁のった半が .A 型・ B 型の粗而粗粒玄武岩であることから，これらの火成

岩類が，一部の地域で，侵蝕区として，蕗われていたもののようである。この時期のあい

だにも，小さな規模の玄武岩の活動があって，一部の地域に，火山砕屑物を堆積した。こ

の火成活動は，火山円時岩が，多くみられることから，海底噴火であろうと考えられる c

ゴノレリ累屑 J住積明は，落石黒石を堆積したような，ごく浅い海域であったらしい。なお，

この l時期には，玄武岩買安山岩の海底噴火活動が，かなり活発に行われたようで，集塊岩

や火山円陳岩などの火山砕屑物が，もたらされた。このほかに，広い範囲に，熔岩流を溢

流した。また，この時明ないしは，堆積期のあとに，粗 wi 粗粒玄武岩の活動があった。

第三紀の時代に，この地域が，堆積区となって，地層が堆積したかどうかは，第三紀屑

が，欠除しているので，わからない c

第四紀の地層が，堆積する時期以前には，この地域は，陸化していて，ひじように平坦

化した，準平原の地形をしめていたようである c 第四紀にはいって，この地域は，ふたた

び，海域となり，平坦百の上に，砂. ~柴屑を堆積した。その後，間けつ的に隆起が行われ

て， 2 段の段丘堆積百をのこしながら，削剥と平坦化作用をうけている。

最新期になって，火山灰， {It' 積堆積物，混地堆積物などを堆積しながら，現在におよん

でいる c
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VII 応用地質

この地域の鉱産資源、には，石材をのぞいては，みるべきものがない。

石材

花咲半島の海岸にそって，粗面粗粒玄武岩が，広く分布している。この火成岩は，花咲

岬と根室市西部の 2 カ所で採取され，港湾の築港工事や道路の敷石などに，利用されてい

る。

砂鉄

この地域の海岸線にそって，細長く，砂浜が，発達している。これらの砂浜には，打上

げ砂鉄が，小規模に分布しているつしかし，拡量・品位，ともに貧弱であって，稼行の対

象にはならない。

地下水

花咲半島は，全地域にわたって，地下水が不足し，飲料水は，沢7](を利用しているとこ

ろが多いっ根室市内で，飲料水をうるための井戸が，これまでに，多く掘られたが，その

ほとんどが，空井戸であった。

この地域は，基盤が，上部白望紀層であって，滞水層になるような岩相が，ほとんどな

い。しかも，その上位にのる砂・牒層も薄いため，地下水がひじように不足しているので

ある。今後とも，通下水の獲得は，むずかしいと考えられる。
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(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

TheNemuronanbusheetmapissituatedinthesoutheasterncorner

ofEastHokkaido.

Fromthetopographicalview, thisareaconsistsoflowelevatedterrｭ

aceplateau , whichisnothigherthan40m.sealevel , andaluvialplain.

Geology

ThestrataexposedintheareaaretheNemurogroupwithigneous

rocksofUpperCretaceousandsomedepositsofQuaternaryage.

ThegeologicalclassificationintheareaissummerizedinTable1.

I. UpperCretaceous

i. Nemurogroup

a. Nernuroformation

Thisformationisthelowestsedimentinthisarea. Itconsists

ofalternationofdarkgraycolouredmudstone, darkgreenorlight

greenishgraycolouredandmediumorfinetufaceoussandstone, interｷ

calatingwhitetu 百 and tu 旺 breccia. Thelithicnatureoftheformation

ischaracterizedbytufaceousmaterialscontainedinit.
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Table1

Age Strata Igneousrocks Remarks

=<==E=ー
Alluv.aldeposits

20-30m
volcanicash

品
TerracedepρSIts

ρ一EE〉コ戸 40m+

Terracedepo 剖ts

ba 田Itic andesite sIruabemhavrdtonleervitoeleianrtursumsion
Yurunformation

trachydolerite fSoLASbSm1laframuenavoleanIsm

之zzzk 剖ImenlS 間robe ， basalt

ι
Ochiishlformation

リ~足】む』
. B-typetrachydoleriteintrusion

3』囚aC Ch 品旬、 shl formation
intraformationalfolding
fossilfauna

コEω
A-typetrachydoleriteintrusion

Du』aa

~宮崎~
B-typetrachydolerite

ITu恥和国田町nI l'> mem加

NemUH'{ormation

mt-mber

BA-ttyyppeettrraaecht3vydddoleenmttee

Themiddlememberoftheformationisespeciallycharacterizedby

coarseormediumgrainedtl1faceoussandstoneandtu 百 breccia.

Thekeyalternationmemberofwhitetuffanddarkgraycoloured

mudstoneisincludedintheupperpartofthem.

Inoceramusfragmentshavebeenrarelyfoundinthisformation.

Thethicknessisabout1900m.

b. Choboshiformation

Thechoboshiformationincludesdarkgraymudstone, darkgreenish

graymediumorcoarsegrained sandstone, alternationofdarkgray

mudstoneandbluishgrayfinegrainedsandstone.

Calcareousnodulesandsubroundedpebbleswhichresemblestothe

A-typetrachydolerite, areinterbeddedinthisformation.

Themiddlememberofthisformationwhichconsistsofthealterｭ

nationofsandstoneandmudstone intercalates,remarkableintraformaｭ

tionalfoldingzonewhichhadbeencausedbytheintrusiveactionofBｭ

typetrachydolerite.
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Followingfossilswerediscoveredinthemudstoneofthisformation.

Neophyllocerasheton αiense .MATUMOTO

Inoceramussp.(n.sp.?)

Portlandia(Portlandella)n.sp.

Naticasp.

Thethicknessisabout770m.

c. Ochiishiformation

Thisformationconsistsofchieflycobblyandpebblyconglomerate

andintercalatesthealternationofdarkgraymudstoneand'fineormedium

grainedsandstone. Theupperpartofthemincludespyrocrasticrocks

locally, whichconsistsofagglomeratewithsmalllavaandvolcanic

conglomeratewhichisbasalticinnature.

TheconglomerateisalmostlyconstructedbyA-typeandB-typetraｭ

chydoleritewhicharederivedfromtheintrusivebodyoftheNemuro

formation.

Thethicknessisabout370m.

d. Yururiformation

ThedistributionoftheYururiformationisrestrictedinthesolitary

islandofYururiandMoyururi. Accordingly, thestratigraphicalrela-

tionwiththeupperandthelowerformationisunknown.

Thepyrocrasticrocksofbasalticandesitewhichconsisteofagglomｭ

erate, lava flow , volcanic conglomerate, occuresalmostconstructing

faciesinthisformation.

Thealternationofmudstoneandsandstone, andpebblyorcobbly

conglomerateareintercalatedintheupperandthemiddlepart.

Thepebblesofconglomeratearealmostsimilartothepebblesof

Ochiishiformationexceptsomepebblesofhornblende-bearing dolerite,

apliticrocksandcalcitevein.

Theintrusivebodyoftrachydoleriteisobservedatthewesternend

oftheYururiisland.

Fromthealternationofmudstoneandsandstone, followingfossils

werediscoverd.

Solemyaangusticaudata NAGAO

Ezonuculanamactraeformis (NAGAO)
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Acila(Truncacila)hokkaidoensis (NAGAO)

Portlandia(Portlandella)n.sp.

Portlandiasp.

Semi/ustuberculatus NAGAO

Thethicknessisabout500m.

II. Coastalterracedeposits

TherearetwocoastalterraceswhichcoverstheNemurogroup

unconformably.

Thehigheroneisat40m.andthelowerisat20--30m.orlower,

abovesealevel. Thedepositsoftheseterracesarecomposedofsand,

gravelandclay.

III. Volcanicash

Thealuvialvolcanicashlayersoverlayunconformablyaboveall

sedimentswhichhavebeendescribedbefore. Theyhavebeenreported

asvolcanicashoftheMashuseriesandtheChishimaseries.

IV. Igneousrocks

Theigneousrocksofthisareaareobservedassheet, laccoliths, or

rarelylavaflowintheNemurogroup;theA-typetrachydoleriteand

theB-typetrachydoleriteintheNemuro formation , thebasaltinthe

Ochiishiformation , thetrachydoleriteandthebasalticandesiteinthe

Yururiformation.

TheiragemaybeprobablyupperCretaceous.

TheA-typetrachydoleritebodiesisloccolith-likeintrusivebodywhich

extendsalongthesamedirectionofthegeneraltrendoftheHanasaki

Peninsula. Thisbadiesarecomposedoftrachydolerite,porphyriticbasalt,

monzoniteandsyeniticveins, andconsistof plagioclase, anorthoclase,

orthoclase, analcite, chabazite, augite, aegirin-augirte, soda-augite, hyperｭ

sthene, olivine, biotite, hornblende, andironores, andshowremarkable

differencesintextureaswellasinchemicalandmineralcomposition.

Therocksarecharacterizedbythecoarse ho!ocrystalIization , andthe

preponderanceofK20overNa20isremarkable, andthePeacockalkaliｭ

limeindexis52.1. Themargineoflaccolith-likeintrusivebodyis

porphyriticbasalt. Thelowerpartsaredarktrachydolerite, andgrades

upwardintolessdarkmonzoniticrocksneartheupperchilledmargine.
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Theyareoccasionallycutbysyeniticveinsvaryinginthicknessfrom

afewem.to30em.. Thusdifferencesofrockfaciesareprobably

inferredtomagmaticdi 旺erentiation.

TheB-typetrachydoleritebodiesoccurassheetsinmanycases.

ThetypelocalityisHanasakiCoast. Therocktypesareporphyritic

basaltandtrachydolerite. Theyconsistofplagioclase, augite, olivine,

hypersthene, biotite, aegirin-augite, soda-augite, zeolite, andironores

asmainconstituentminerals. Therocksarecharacterizedbywheel of.

structure, andarefinerthanA-typetrachydolerite.

TheigneousrocksintheOchiishiformationoccuraslavaflows

amongtheagglomeraticmember, anddistributeinOchiishiCoast, which

isoccupiedbydarkporphyriticbasalt. Theyconsistofplagioclase,

augite, olivineandchloriteasmainconstituentminerals.

TheigneousrocksinYururiformationoccuraslavaflowsand

sheetsamongthealternationofmudstone, sandstoneandagglomerate

member.

AtthenorthernpartofYururiislandisdevelopeddarkbasaltic

andesiteandtrachydolerite. Theyconsistofplagioclase, augite, oli-

vine , chloriteandsoda-augiteasmainconstituentminerals.
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